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中国繊維機械工業の発展と在華紡の意義＊

清　川 雪　彦

1　問題提起一解放後の発展をどう捉えるか一

　11949年中華人民共和国の成立とともに，中

国の機械工業は急速かつ飛躍的な発展を開始した

といわれる。すなわち49年目ら52年までのいわ

ゆる回復期には，早くも相当程度の投資額が金属

加工業部門へ振向けられた結果，機械工業とりわ

け工作機械部門における生産の回復ならびに技術

水準の向上には刮目すべきものが在ったといえる。

しかも同様の傾向は，重工業優先策の下で推し進

められた第1次5ヶ年計画期（1953－57年）にあって

も，一層顕著な形で観察されえたがゆえ．，機械工

業部門の生産高は52年には早くも工業総生産額

の5％を，また56年置は10％を占めるに到るま

で発展したのであった。ちなみにこの後者の生産

水準は，戦前36年のそれと比較する時，その13．5

倍にも相当する生産規模に他ならなかったのであ

る。またこの間工作機械部門は，その年間の生産

能力を52年の1万3キ台の水準から，56年目は

2万6千台規模へと倍増させ，工作機械の賦存台

数も15万7千台を数えるにまで到っている1）。

　さてこうした回復期および第1次5ヶ年計画期・

における機械工業の急速な発展は，単に量：的な拡

大のみにとどまらず，質的にもまた飛躍的な向上

を含んでいた点が指摘される必要があろう。例え

ば今，繊維機械生産の質や量とも緊密な関連をも

　＊　本稿の作成に当っては，文部書の科学研究費
［57530014］より助成を受けた。なお資料の整理には，

当研究所の統計室および電子計算機室の協力を，また

現在関連分野を研究中の石川滋先生との討論からも大

きな啓発と示唆を受けた。併せて謝意を表したい。

　1）　詳レくは中華人民共和国国家統計局（編）『我国

鋼鉄，屯力，煤炭，机械，紡織，造紙工業的今昔』（統

計出版社・北京，1958）105－44頁や同局（編）『儒大的

十年』．（人民出版社・北京，1959）などを参照のこと。

つ工作機械部門の経験1つをとっても，戦前には

国産化のおよそ不可能であった精密工作機械や大

型工作機械の新製品をめぐる試作が陸続と開始さ

れたのであった。すなわち倣いフライス盤［罪模

銑床］や内面研磨盤［内円磨床］，歯車形削盤［播

歯机床］，などの試作をはじめ，大型平削盤［大

型遊四四床］や多軸半自動旋盤［多軸半自動牟床］

あるいはラジアル・ボール盤［揺胃鈷床］などの

開発・量産体制もまた漸次整いつつあったといえ

よう2＞。事実日本でもその当時国際見本市などを

通じて，こうした一連の中国工作機械工業の飛躍

的発展状況に対し多大の関心と評価が寄せられて

いたことは，我々の記憶にも新しいところであ
る3）。

　2　ところで産業機械生産の基盤たる工作機械

工業におけるこのような質的量的な画期的発展は，

当然繊維機械工業部門の技術水準や生産規模にも，

直接・間接に多大な影響を与えていたことは想像

するに難くない。しかし今ここで我々は，解放後

の中国繊維機械工業の実態に関する情報・知識と

してはきわめて断片的なものしか有せず，しかも

それらの限られた情報をもとに，その生産規模や

技術水準に関する評価ないし推断を引出さざるを

えないといえよう。さて今その数少ない情報源の

1つたる国家統計局の資料によるならば4），1956

年現在，既存の上海・天津・青島・鄭三等の紡織

機械工揚設備に，新設最大の経緯紡織機械工揚の

　2）　原語の技術用語・専門用語は，日本語からの類

推が比較的困難と思われるもののみに限定して補註を

加えることとする℃

　3）　例えば小峰喜一『工作機械の話』（小峰工業出版・

東京，1955）をはじめ，その当時の機械工業関係なら

びに中国経済関係誌上に，容易に散見されよう。

　4）　前掲r我国鋼鉄，電力，煤炭，机械，紡織，造
紙工業的今昔』160－61頁。
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生産能力をも加える時，年間80万錘の紡機プラ

ント1式および自働織機を主体とする2万台の力

織機生産の設備能力を擁レていたといわれる。し

かも新鋭の叩打棉機や練革機の開発が行われる一

方，スーパーハイドラフト［超大牽伸］紡機の試作

にも成功しており，もしこれらの事実が正しけれ

ば，すでにこの時点で紡織機械自給化の体制はほ

ぼ完成していたと考えてよいと思われる。

　事実その当事出版された多くの啓蒙・書では，第

1次5ヶ年計画期以降に新設された紡織工揚は，

ことごとく高水準の国産機を設置しているのみな

らず，一部紡織機械の輸出を行うにまで成長して

いた旨が指摘されているが5），そのあまりの発展

ぶりに当時外国の綿業関係者の多くはいささか懐
　ノ
疑の念をもってそれらの記述内容を若干割引かざ

るをえなかったのである。だがそうした事実は，

その後順次数多くの工場訪問を重ねるにつれ，1

つ1つ実地検分を経て事実確認が行われてゆく次

第となった。他方その背後で，戦前から十分な実

績を誇った中国の綿紡罪業は，日本の敗戦ととも

に直ちに在華甲工場を接収する一：方，戦禍による

破損設備を早急に修復し，ごく短時日にその生産

規模を急速に回復しつつあったのである。その結

果1952年には，稼動噸数560万錘を実現するに

到り，ここに完全に戦前の生産水準が回復された

と判断される。しかもその後重工業優先の第1次

5ヶ年計画期にあってもなお，輸出産業ならびに

基礎生活物資供給産業として順調な成長を続け，

数多くの紡織工揚が新設されるに到ったのである。

　確かにそれらのうち回復期に建設が開始された

威陽の西北第1・第2綿紡織工揚や北京第1綿紡

織工揚，新彊71綿紡織工揚など，一部の外国援助

による工場では，ソ連や東独製の機械も採用され

たが，その後の重点工揚建設計画に基づき設立さ

れた紡績上馬では，すべて国産機が採用されてい

たといっても決して過言ではないと思われる。筆

者もまたその1つたる西安の西北第4綿紡織工揚

を見学する機会をえたが，事実そこでは完全に国

　5）例えばその比較的早いものとしては，経済導報
社（編）『1954年祖国経済建設的新成就』（同社・香港，

1954）などが挙げられ’よう。
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産機のみによって操業されていた経験を持つ6）。

すなわち1954年製の上海および鄭州紡織機械工

揚の紡織機を主体として生産を開始し，その後66

年，72年にそれぞれ天津・沈虫酸の新鋭機が追加

導入され，一層の生産性向上が図られたのであっ

た。．なお織機はすべて自働織機が，また一部紡機

にはハイドラフト機（天津製）が採用されており，

部品ならびに用品は省内の部品工揚と自家製品に

よってすべてが賄われていた7）。

　3　さてこうした断片的情報の集積から判断し

ても，中国の繊維機械工業が第1次5ヶ年計画期

にすでにその自給体制を確立していたという中国

側情報は，十分信頼すうに足るものと推断されよ

う。ただその場合，このような紡織機生産の画期

的発展は，社会主義体制の下でこそのみ実現可能

であり，事実また解放後にはじめて飛躍的な成長

を開始したとする公式的かつ一般的見解には，ま

だ多くの検証の余地が残されており，顕著なる中

国繊維機械工業の発展という歴史的事実そのもの

とは別に理解される必要があろう。つまり今通説

に従うならば，繊維機械等を含む産業機械工業な

いし機械工業全般の解放後の著しい発展は，1つ

に社会主義体制下における製品の規格化や標準化，

あるいは最適生産規模を配慮した市揚調整などに

よってようやく可能となった分業化・協業化体制

の急速な進展結果であり8），また2つには，産業

機械生産のための機械すなわち工作機械部門を中

　6）　ただし旧在華紡工場の揚合には，老朽機械設備

を部分的に更新しながら使っている場合が多いようで

ある。なお上海の第11綿紡織（旧内外綿第3・第4）エ

場では，スーパーハイドラフトが採用されている。ま

た他の工揚視察報告などからも，ほぼ全面的に国産機

が利用されている事実が裏付けられよう。例えば『日

本紡績月報』（日本紡績協会）第294，296，349号など

を参日目こと。

　7）　1976年3月，筆者自身による同工場訪問の際，1

実地確認したメモに依る。

　8）　その有効性の概念的・理論的な裏付けは，例え

ば季明『社会主義工並生二一寿並化与功作』（上海人民

出版社・上海，1959）などにも十分窺われよう。なお標

準化については，それが実際に軌道にのるのは，第2

次5ヶ年計画期以降のことであったと考えるべきであ

ろう。中国杯准化30年編写組『中国祢准化三十年』
（技木：椋准出版社・北京，1979）91405頁5
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心としたソ連からの強力な技術援助に基づく飛躍

的な質的発展をまってはじめて可能となったもの

と終えられている9）。

　確かにこうした要因が，中国機械工業の発展に

とってきわめて重要な意義と役割を果したことは，

何人とい孝ども否建しえない事実であろう。しか

しこの発展が，戦前すでに観察される機械工業発

展の基礎なびしその萌芽と全く不連続的に実現さ

れえたものであるか否かは，綿密な検討を要する

と思われる。とりわけ繊維機械工業の場合，十分

広大な需要市揚を持ち，相当程度の技術水準と基

盤がすでに確立していたと想定することもあなが

ち不可能ではないからである。すなわち逆にいえ

ば，解放後の繊維機械工業発展の真の要因ならび

に意義を確定するうえでも，我々は解放前の斯業

の潜在的生産能力や技術水準などを適確に評価し

ておくことこそが必要不可欠であると思われ，今

その作業を行うことこそ，本稿の主たる分析目的

に他ならないのである。

　その揚合我々の分析視角としては，1つに中国

では繊維機械工業の生成発展が，機械工業全体の

なかで如何なる位置を占め，且つまたどのような

性格と特徴を有していたかを明らかにしつつ，そ

れらの評価を行うことである。なおその際，陰伏

的比較の基準としては，日本の繊維機械工業の発

展経験が念頭におかれている。また2つには，外

国繊維機械とりわけ在華紡市揚という特需ルート

を擁した日本の繊維機械との競争あるいは在華紡

の存在自体が，中国の繊維機械工業の発展にとっ

て如何なる意味を持っていたかに焦点をあ七なが

ら，この問題の考察をすすめることである。　　，

　ところでまがりなりにも，このような分析を行

うことが可能となったのは，中国社会科学院編纂

の『上海民族机器工専（上）（下）』の刊行によると

　9）　前掲『我国鋼鉄，暗力∫煤炭，潜窟，紡織，造

紙工業的今昔』や心志軍「新中国的機械工業」（縄文仲

等（編著）『新中国恢復時期的工業建設』三朕書店・北

京，1954，所収）などでも，ソ連援助の重要性が強調さ

れている。事実，新型工作機械の大部分はソ連モデル

のコピーであり，また操作技術の面でも，ソ連のコレ
ソフ［KOJIecOBコ切削法やジロフ［HくHPOB］穿孔法など

の高速切削技術が広く導入された。
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ころがきわめて大きいと思われる。すなわち多く

の面接調査を含む緻密な考証に裏付けられた本書

の編纂により，従来の『中国実業誌』や『中国工

業調査報告』，『現代中国実業誌』などの統計付表

のみでは分らなかった機械工業の様々な実態的側

面が初めて明らかにされるに到ったといえる。拙

稿もまたこの書物に多くを負う（特に第H節）が，

併せて『中華民国実業名鑑』や満鉄調査部の実態

調査報告書，在華紡関係資料等に含まれる統計情

報などが，我’々の分析の基礎的資料となる。

　以下第H節で，1920年代中頃までの繊維機械工

業の生成発展の継起が跡づけられた後，第皿節に

おいては，1930年代の繊維機械生産の技術水準が，

産業組織および機械設備の側面から分析されるで

あろう。また第IV節では，在華紡の存在自体が，

．中国の繊維機械工業に対して有した二重の抑圧的

意義を解明することにより，解放前の繊維機械工

業の発展基盤ないしその技術的潜在能力について

1つの結論を与えたいと考える。

II繊維機械工業の発生と輸入代替の開始

　1　中国機械工業の生成ならびに初期の発展に

関して，その特質を最も端的に表現するならば，

それはいわゆる造船修理業先導型の展開であった

と規定すうことが出来よう。すなわち1850年代

以降，上海をはじめどする開港揚に陸続と開設さ

れた外国資本による船舶修理用ドックを中核に，

中国の近代的機械工業は発生展開したといっても

決して過言ではないのである。この意味において，

それは日本の機械工業の濫膓形態とも酷似してい

た一方，鉱山・造船機械から紡織機械へと産業機

器を中心に発展したイギリス機械工業の経験とも

一部共通性を持ち，’ 鮪ﾀまたそのイギリス機械工

業技術の影響を多方面にわたって永らく受け続け

ることとなったのである。

　1860年代に入るとともに，それら造船修理工揚

の中にも祥生（Boyd）や耶松（Famham）など2千

人近い職工を擁する巨大ドックが開設され始めた

のみならず，清朝政府によってもまた江南機器造

船局や妻事船政局など近代的な造船所が建設され

るに到った10）。こうした大型造船所は，その後順
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次建設された大国，瑞鋳（New　Engineering），求

’一等の主要造船所をも含め，すべて最新鋭の修理

用工作機械を備えた機械工揚のほか，鋳物［醗砂］

工場や汽罐工揚なども完備した典型的な機械製造

工場でもあったことは，改めて指摘するまでもな

い。従ってそれらの近代的工作機械によって製作

された工作機械や産業機械，あるいはボイラーや

エンジン［引肇］などが，またそこで機械操作の訓

練をうけた熟練工達が，伝統的鍛冶職や鋳物師な

どの持つ従来の技術体系とは全く異なった新しい

中国機械工業技術発展の中核的基盤として成長発

展していったことは，想像するに難くなかろう。

　ただこの点で繊維機械の二合は，若干様相を異

にしていたといえるかもしれない。すなわち，造

船修理業からの影響はもとより決して小さくはな

かったが，製糸や紡績・織布等を目的とする繊維

機械の中には，技術的に必ずしも高度ではない完

成機が相当程度含まれていたため，まずは伝統的

な既存技術（特に鍛冶・鋳物関係）との技術格差が

比較的小さく製作の容易な機械から次第に高次な

ものへと，需要動向と技術水準の向上を適確に対

応させつつ輸入機の国産化が推し進められていっ

たと判断されるからである。

　例えば製糸業についてみれば，1880年代以降上

海では鉄製輸入繰糸機を使用した近代的器械製糸

工揚が籏生し始めた結果，まずそれち輸入機器の

補修や部品供給の必要性が生じただけでなく，次

第に高価でかつ入手に時間のかかるそれらイタリ

ア製ないしフランス製の輸入繰糸機に代りうる国

産機の開発と生産が待望されるに到った。また繰

棉業についても，1890年代すでに急速な成長を遂

げつつあった日本の綿紡績業が，早くも中国棉の

大量買付けを行い始めた一方，上海にも近代的紡

績工揚が陸続と開設されるに到り，棉花需要は急

激に拡張した結果，工二二ならびに輸出向け門川

10）　初期造船・船舶修理業の詳しい発展については，

孫駄目（編）『中国近代工業史料第1輯（1840－！895）』

（科学出版社・北京，1957）や上海市工商行政管理局・

第1机屯町並局机器月並史料組（編）『上海民族机器工’

並（上）（下）』（中国社会科学院経済研究所主編；中国資

本主又工商並史料仏刊，中隼劣局・北京，・1966）などを

参照のこと。
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の大量供給が強く要請されつつあったのである。

こうした状況下で，19世紀の末以来繰糸機および

繰棉機［出花机］の補修や部品の生産から次第に機

械自体の専業的生産をめざす繊維機械工揚が，漸

次出現拾頭する趨勢にあったことは，当然予想さ

れ．たところといえよう。

　一方，メリヤス類の輸入も1890年頃を境に急

増し始め，その急速な需要拡大を反映して，1900

年前後から上海でも輸入手編機によるメリヤス生

産が開始され隆盛へ向つた。また圧倒的多数を誇

る伝統的織布工場には，足踏織機に対する広大な

需要が存在していたことは無論，着実に発展しつ

つあった近代紡績業の兼営織布部門や専業機械織

布工場で大量に導入された力織機の補修ならびに

用品・部品に対する需要が急速に増大しつつあっ

たことは改めて指摘するまでもなかろう。かくし

て第1次大戦前に，製糸機や繰下機，メリヤス機，

紡織機など輸入繊維機械の補修や用品・部晶に対

する膨大な需要が，またそれらの国産機による代

替化への潜在的需要が，すでに十分存在していた

ことは疑うべくもない。

　とりわけ第1次大戦勃発による繊維機械の輸入

杜絶は，そうした需要を一層明確に顕在化させた

一方，外国機の競争圧力より解放され，真の国内

需要に応える最大の好機となりうることは，日本

の経験に照らしても明らかである。そこで置こう

した第1次大戦期ならびに戦後のブーム期までを

含め，この間繊維機械設備の供給側がどのように

対応したかを若干詳しく確認しておきたい。なお

その際，これまでの記述からも十分推察される如

く，イタリア式製糸技術と繰糸器械による近代的

器械製糸業の中心地は上海であり11），また華中か

ら華北へヵ・けての棉作地帯の繰二日揚へ関連機器

を積出していたのも上海であり12），かつまたその

11）　周知のように，広東省や山東省で用いられた当

時の器械は，必ずしも機械引揚や鉄工所の手によらな

くても製作可能であったかもしれない。鉄製輸入器械

が採用されたのは，主に上海においてであった。詳し

くは，拙稿「戦前中国の蚕糸業に関する若干の考察
（1）』（r経済研究』第26巻第3号，1975年）などを参照

されたい。

12）　繰棉機は，本来繊維機械ではなく農業機械とし



26 経　　済　　研　　熱

地は紡績や織布，メリヤス．生産の1大中心地でも

あった二どはいうまでもない。従ρて特に繊維機

械工業発展初期の1920年代中頃までの状況は，

上海1市のそれを考察すれば，ほぼ全国の動向が

十分に把握可能であるといっても大過ないと思わ

れ，る。

　2　そこで今その上海における繊維機械工揚の

設立年凍に関する分布（第1表参照）をみる時，ま

ず容易に判明することは，製糸機ならびに繰棉機

の生産を主とする機械工揚の新設は，第1次大戦

以前にほぼ完了していること13），またメリヤス機

生産を専業とする機械工揚は大戦期間中に，そし

て紡織機関係の生産にたずさわる工揚は大戦期後

半から戦後へかけて籏生しているζとが読みとら

．れる。こうした相違は，いずれも早くから十分目

需要を擁していた以上，製造する機械の技術的難

易度をある程度反映しているものと想定され，以

下機械類別に順次その個別的な検討を行いたい。

　まず製糸器械についていえば，少なくともi890

年頃にはすでに二二機械工揚によって，部品のみ

ならず模造イタリア式繰糸機やボイラーなど製糸

器械一式の生産が行われていたと判断される。そ

の後鈎昌や裕憩などによってもまた鉄製イタリア

繰糸機の模倣生産が行われ，各々年間1～2千釜

以上を注文生産していたといわれる。しかし製糸

技術の要諦は，むしろ緻掛け装置や乾繭・煮繭技

術にあり，繰糸器械自体はそれ程技術的にも精密

性や複雑さが要求されるものではない。従ってパ・

イブ等の一部部品以外はすべて国産品によって充

当され，例えば陳仁泰が永昌の繰糸鍋の下請を行

うなど特定部品や鋳物工程などに関しては，早く

も分業体制の確立がみられる。こうしてこのイタ

リア式繰糸機の生産は，1913年頃までにほぼ宗全

な輸入代替化を完了したのであった。

　もとより繰棉機にも堅牢かつ複雑・大規模なも

Vo1．34　No．1

第1表　繊維機械工場の設立年次分布（上海，1924年）

灘
工 場 数

製繍襯郎副紡徽薩響隙濃合計

て分類さるべきかもしれない。・しかし綿紡績業と密接

な関連を持つだけでなく，中国の揚合しばしば紡績工

場自身が繰棉を行う事例があったこともあり，ここで

は繊維機械の1類としてとりあげる。

13）　それぞれ12，21工場長の10，17工場を占める。

上海ではこの後むしろ停滞ないし衰退へ向い，地方へ

の分散化がみられる。
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資料出所：前掲『上海民族机器工血（上）』，工69－70，178，183，186，199

　　－200，228，236－37，279－80，303頁の各表より算出。

注1）繊維機械工場に関しては，専業イヒの時点を採用。

注2）1924年以前に倒産した工場（繊維機械関係で4工場）をも含む。

のも存在するが，中国で専ら1880年代・90年代

に使用されたのは，日本からの輸入になる足踏繰

棉機であった。その詳しい構造について今日では

十分知る由もないが，部品名などから判断して簡

便なナイフ・ローラー・ジンの一種ではなかった

かと想像される。紡績二子の新設や棉花輸出量の

増加に伴い，日本からの繰棉機輸入も増大したが，

90年代中頃からはその日本製足踏繰棉機の模造

品生産が，張源祥や戴聚源，郵回歴その他の鉄工

■

，

6



◆

亀

■

Jan．’1983 中国繊維機械工業の発展と国華紡の意義

所によって次々と開始せられ，その生産台数はた

ちまち急増するに到った。とりわけ当初日本から

の輸入に仰がねばならなかった革ローラー［皮輯］

等の部品が，1910年前後に国産化されるにおよん

で，価格面で圧倒的な競争力を誇り，第1次大戦

期にはすでに完全な自給体制が確立されていたと

考えてよい。

　次にメリヤス機の生産に言及しておけば，1900

年頃からドイツ製の手動式靴下編機の輸入が急増

し始めたが，程なくその部品生産が開始されると

ともに，第1次大戦直前には登β順錫や家興などに

より模造靴下編機の生産が着手されている。そし

て大戦期間中には20一滴にも及ぶメリヤス機の

生産工場が増設され，靴下編機のほか吊編機やマ

フラー・手袋用の横編機などの生産も開始され，

手動式メリヤス機に関しては，大戦直後頃までに

ほぼその国産化が完了している。この間農村では

メリヤス機の賃機制度が急速に普及しつつあった

が，それらのほとんどすべては当時の主要競争品

たる日本製メリヤス機より約3分の1程度廉価な

国産機によって賄われていたといわれる。

　最後に最も重要な紡織機の生産にふれておかな

ければならないが，要約的にいえば，この期にお

ける紡織機械工業は基本的に輸入機械の保守と修

理，また一部の’比較的製造容易な完成機試作の域

を越えるものではなかったと結論づけられる。す

なわち紡機に関しては，謡言や熾豊，大工などが

1900年前後から，すでにエンジンや滑車，ギア，

シャフト等の原動機や伝導装置の修理・維持業務

を開始していたが，第1次大戦期には機械類の輸

入杜絶のため部品の修理面で一段と質的な向上が

求められた結果，修理業務の範囲が飛躍的に拡大

したことが指摘されうる。例えば大戦期の後半に

は，少なくとも10工場程度でボビン・ウィール

［筒管牙凶］やスピンドル・ベベル［錠脚牙歯］，

ベベノレ・ギア［盆子牙凶コなど歯輪装置のほか，

’スピンドル・カラー［錠管・洋槍管］やインナー

チューブ［錠胆］，フライヤー［錠売］などスピン

ドル［錠子コ関係の修理も可能となっていたと判断‘

される。

　他方ここで特筆さるべきことは，1922年大昌源

27

こ口所により中国で初めてインナーチューブの製

造に成功したこと，また同じ22年紡績連合会［華

商紗廠二合会］の支持と出資によって開設された

中国鉄工所が，採算的には失敗したものの，初の

いわゆる三大部品（スピンドル，リング，筋ロー

ラー）製造に着手したことの意義はきわめて大き

かったといわねばなるまい。なお一部の紡機工場

では，すでに打二二［清二二］や三糸機［揺紗机］な

ど比較的構造の簡単な紡績機械の生産に入るなど，

20年代中頃までに紡機関係の生産に従事する機

械工揚は20余工揚を数え，相互に下請・協業関

係を形成するまでに到っている。

　次に織機［布机］関係についてみれば，技術的

には麟ずしもそれ程高度な水準が要求されないに

も拘らず，この期の発展段階はいまだ低水準にと

どまり，バッタン機［手高机］ならびに足踏織機

の生産がその大部分を占め，大戦後に到ってよう

やく木山混製の力織機生産が開始されたような状

況にあった。もとより紡績兼営織布工揚や大規模

な織布専業工臨では，イギリスやアメリカより輸

入された鉄製の力織機が使用されていたが，圧倒

的な多数を占める伝統的織布川揚では，20年代に

なってもなお手織バッタン機から足踏織機への移

．行段階にあり，江徳興や宣東興，東華など多くの

織機製造工場では，日本式とか天津式などと呼ば

れる足踏式木鉄血製織機の生産が主流を占め，年
　　　　　　　　　　　ノ
産4～5千台にも及んだといわれる。従ってわず

かに大品や中国など大規模な紡織機械工揚におい

て，大戦後になりようやく力織機の生産が開始さ

れたにすぎなかったのである。

　3では最後に，この期の繊維機械工業の技術

水準に関して，人的側面ならびに機械設備の面か

ら一応の評価を与えておこう。大隆機械工場や中

国鉄工所など若干の例外をのぞけば，繊維機械工

揚の大部分は，作業場とでも称すべき従業員5～

25人程度のごく小規模の工揚にすぎなかったこ

とは，その創設者の出身経歴を顧みるまでもなく

十分想像されるところであった。すなわち大半は，

工作機械数台を備えただけの個人経営工揚であっ

た（80％）が，今第2表にも示されている如く，そ

れらの多くは機械やエンジン関係の作業現揚責任
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第2表．繊維機械工場創設者の出身経歴（上海，1924年）

Vo1．34　No．1

（単位＝1人）

≧勇パ轡
揚
場
早
場

工
．
工
器

機
機
ス
機

糸
棉
や
織

　
　
リ

製
繰
小
判

繊維機械工場小計
　　　　　（比率）

全機械工場合計
　　　　　（比率）

機械・機関
関係作業現
場監督者D

7
1
3
r
D

　
　
1
1　　37

（37．8％）

　126
（51・4％）

鍛冶・鋳物
業主

0
2
F
δ
3

　
1

　　20
（20．4％）

　　51
（20．8％）

商人・資本
家

－
r
O
3
8

　
　
1

　　28
（28．6％）

　　30
（12．3％）

技　術　者

0
0
0
2

　　‘2

（2．o％）

　　12）

（o・4％）

そ　の　他

2
0
3
1
D

　　11
（11．2％）

　　37
（15．1％）

合 計

10．

19・

34

35

　　983）

（100．0％）

　　2453）

（100．0％）

資料出所：前掲『上海民族机器工並（上）』，169－70，178，183，186，228，236－37，279－80，456頁の各表より算出。

注1）いわゆる関連の老軌，領現，頭脳などを指す。

注2）原表（456頁）での誤分類ないし定義上の馬足によるものと思われる。

注3）経歴不明者は，対象外とされている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

者14），あるいは鍛冶職や鋳物師，また長年機械工

揚に勤務した熟練工や見習工［学徒］等々によって

設立されためである15）。

　従ってごくわずかの資本金により，まず修理工

．揚として出発し，そめ前歴を頼りに注文生産や下

請業務の獲得を重ね，次第に資本蓄積を推し進め

ながら部品生産などの業務拡大を図ってゆく揚合

が，その最も典型であったといえる。それゆえこ

うした機械工揚のほとんどすべては，経験に基づ

く技術ないし伝統的職人技術によって運営されて

いたといってよく，専門教育や近代的技術知識を

備えた経営者ないし技術者をスタッフとして擁す

る機械工揚は，’ ｻ隆や中国の他にはわずか新民や

合衆などが挙げられるにすぎない。従ってこのよ

うな技術知識の面における人的資源の貧困さは，

当然輸入機械技術の模倣や改良に際しても，1つ

の限界となって機能していたことは否定すべから

ざる事実であると思われる。

　他方，当時の技術水準を測定するのに，それ’ら

14）　その典型は，機械工場などから出向することも

あったいわゆる老軌（老鬼）であり，その実例などにつ

いては，前掲『上海民族机器工並（上）』（325－27頁）や

D．KLieu，　Tんθ8乞薦加4駕∫‘γΨ（ゾ（洗珈α，　Kelly＆

Walsh，　Shanghai，194g（pp．113二14）などを参照のこ
と。

15）　第2表の「その他」に含まれる11名中の7名
も，事実上こうした経歴をもつ創設者とみなされ，るが

ゆえ，全体の約65％を占めると恥ってよい。なおメ

リヤス機械製造工場の揚合，商人・小資本家による設

立が多い点は，象徴的である。

繊維機械工揚が使用していた機械設備にも言及さ

れる必要があるが，結論的には，大部分の中墨が・

わずか数台にも満たない小型手動旋盤のみにより，

修理や部品生産に従事していたと判断しても決し

て過言ではなかった．といえる16）。例えば繰下機の

製造工揚では日本町小型手動旋盤1～2台を設置

していただけの揚合が多く17），最も設備の整って

いたといわれる呉長野などにしても，旋盤5台に

平削盤1台と鋳物部を持やだけであり，旋盤すら

一切所有しない機械工揚さえ存在したのである。

同様の傾向は，メリヤス機や織機の製造工揚にお

いてもみられ，前者では通常1～2台の旋盤以外

は，時に専用の小型フライス盤［小銑床コを有した

程度であり，後者では旋盤のほかは，むしろ指物

大工との協業作業が重要な意味を持っていた。製

糸器械工場でも状況はほぼ同じであったが，若干

規模の大きかった底面の揚重には，旋盤11台と

ボール盤，平削盤（プレーナー）各1台などを設置

していたことが知られている。

　さすが紡機製造修理工揚の揚合には，旋盤の数

もやや多く（通常は4～8台），他にボール盤や平

16）．1920年における上海機械工揚の簡単な機械設

備調査からも，この点は確認されよう。前掲『上海民．
族机器工並（上）』（304－09頁）を参照のこと。

17）　1台の手動旋盤は，通常1人の旋盤工とそれを
ベルト掛けで手廻しする2． lの幼年工によって運転さ
れた。この日本製手廻し旋盤（8尺型）は，1900年頃170

～200元で輸入されていたといわれるが，日本側の資一

二からそれを確認することは出来なかった。

■
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削盤などが併備されていることも多かったが，そ

れでも紡機部品の製造という観点からみれば，著

しく貧困であったといわねばなるまい。ただ中国

鉄工所にあっては，三大部品の製造に必要不可欠

な研磨盤6台等を含む200台近い諸設備・機械が，

アメリカやイギリス，ドイツより輸入されている。

また大男機械工場の場合にも，1914年の拡張に際

しては，旋盤・平削盤・ラジアルボール盤など28

台がイギリスより輸入されたのに続き，20年の拡

充に当っても明らかに技術水準の向上を示す研磨

盤やボブ盤［渡床］など7台が輸入されている18）。

　すなわち大西と中国を別格とすれば，他の繊維

機械工揚の機械設備はいずれも著しく貧弱であっ

たといわざるをえず，機械設備の面から判断して

も，当時の中国にあっては十分質の高い繊維機械

やその加工部品を生産することは，ほとんど不可

能に近い状態にあったと結論づけざるをえない。

これは1つに，工作機械工業のたち遅れにもその

原因が求められるかもしれない19）。つまり造船修

理業の一部を除いては，国内で質の高い工作機械

は皆無に等しく，その輸入もまた他の産業機械に

比して著しく低かったがゆえ，母性原理（Copying，

Principle）の最も顕著な工作機械にあっては，日

本製やあるいは自家製の如き質の低い機械をもっ

てより精巧な機械を製作することは，そもそも望

みえないことであったといえよう。だがまさに低

廉な工作機械しか購入しえなかったところにこそ，

中国の繊維機械工業が機械工業全般のなかでは比

較的早く発展したにも拘らず，その経済的基盤の

脆弱性が露呈していたに他ならなかったと考えら

れるのである。

18）　詳しくは，上海社会科学院経済研究所（編著）

『大入机器「的声生，笈展和改造』（上海人民出版社・上

海，1980［第2版コ）8，15頁。1902年の創設時にあっ

ては，旋盤8台，平削盤・形削盤各1台を有していた
にすぎなかった。

19）　この点では・程度の差こそあれ，日本の工作機

械工業も同様であったが，それでも1910年前後には
かなり質の高い工作機械が相当数輸入されており，し，

かも池貝や若山などのいくつかの鉄工所によりそれら

の見取り製作もすでに行われ’ていたことなどから，両

者の技術水準にはかなりの格差があったともいえる。

III繊維機械の生産構造と技術永当

29

　1　中国で本格的な繊維機械の生産が開始され

るのは，1930年代とりわけ30年代の後半に入っ

てからのことであったと考えてよい。しかし今第

1図にも示されている如く，1921年の建設ブーム

とその後の反動不況を経て，20年代の後半には再

び清実な工二三の増加をみるが，この頃より生産

水準にも次第に質的な向上が認められるようにな

ったといえる。例えばメリヤス機械の製造につい

てみれば120年代後半になってもなお農村では，

手動式靴下編機に対する根強い需要が残存してい

たが，数倍生産性の高い電動式メリヤス機がアメ

リカなどから大量に輸入され始めるに及んで，手

動式は漸次電動式にとって代られていった。ただ

その国産機模造に関しては，電動式の場合，機械

の構造がかなり複雑にして且つ多くの部品を必要

とするなど，従来の手動式メリヤス機製造工場が

そのまま自動的に電動式メリヤス機の生産へ移行

するというわけにはゆかなかった。

　しかし出勝電動メリヤス機製造工場により1927

年にB式靴下編機が，また30年にはK式自動靴下

編機が試作され，徐々に量産体制に入った。同じ

くより汎用性の高いトンプキン式捲上げ編機［高

義金山組机］も，1ρ31年求興によってその模造生

産が開始されている。加えてこれら両工揚の出身

者によって，天華や二三，感興などの電動式メリ

ヤス機製造工場が新設され，廉価な国産電動編機

も次第に全国へ普及を始めたのであった。今『中

華民国実業名鑑』によれば，メリヤス機製造工揚

は，1933年末現在58廠存在しているが20），その

約3分の1は20年代後半以降に設立されており，

多くは利昌や新康，言振などの如く電動式編機の

生産を主目的としたものであって，ここにも技衛

20）　この天海謙三郎（編）r中華民国実業名鑑』（根岸・

信監修；東亜同文会研究編纂部・東京，1934）のカヴァ

レージ全国機械工揚数849は，．劉大鈎等（編）『中国工

業調査報告』（軍事委員会資源委員会・南京，1937）など

他の調査と比較類推して若干少ないど思われるが，そ

こに含まれる情報の質が高いため，以下我々はこの工

場名簿に大きく依拠する。
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第1図　繊維機械工場の設立年次分布（全国，1933年）
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資料出所；天海謙三郎（編）『中華民国実業名鑑』（東亜同文会・東京，1934）

注1）繊維機械工場には，繊維機械の生産に従事するすべての工場を含む。

注2）1933年末現在に存在（一時休業も含む）したすべての機械工場（総数849）を対象。

注3）　1893年以前設立の「その他機械」工場が，ほかに19廠存在している。

的な向上の跡が窺われるのである。

　製糸器械の生産についても全く同様であり，20

年代中頃には製糸工揚の機関主任［老軌］出身者達

によって創設された画伯や申昌，裕拠などの製糸

機製造引揚が，関連製糸工揚向の生産を中心に浮

繰式イタリア繰糸機の量産体制をほぼ確立しつつ

あった。しかしレーヨン糸の拾頭や日本生糸の輸

出伸張などは一層目覚しく，それらに対抗すべく

中国でも様々な蚕糸技術の改良が試みられ，とり・

わけ再繰法や乾繭機・煮繭機などの日本式技術や

機械が大幅に導入されるに到った。そのなかでも

28年技術者を経営陣に迎え設立された簑球鉄工

所が，31年より日本式の多条繰糸機や煮繭機の本

格的生産を開始したことは，中国の蚕糸業にとっ

ても重要な意義をもつものであったと思われる。

　ただここで我々が深く銘記しておかねばならぬ

ことは，このように20年代後半から漸次軌道に

のりつつあった中国の機械工業も，31年の満州事

変（9・18）に始まる十五年戦争，とくにその翌年の

上海事変（1・28）により深刻な戦禍を蒙ったこと，

加えて世界恐慌の発生に伴う外国機械工業のダン

ピング［傾錆］競争開始などによって決定的な打撃

を受けたことである。そしてそれらから完全に立

直るには，35年頃までを待たなければならなかっ

たのである。以下我々はこうした状況を背景に，

：最も主要なる紡織機械工業を中心に老手をすすめ

よう。

　2　さてすでにも指摘した如く，繊維機械工揚

の多くは第2図にも示されているように，職工規

模10人前後のきわめて小さなものが大部分を占

めていた。しかし20年代の後半以降，機械工業

全体の急速な発展を背景に（第1図参照），繊維機

械工業でもまたその規模構造に明確な分解作用が

おこりつつあったのである。つまり大隆や中国の

ほか，厚生や三星棉鉄，武林，資生，新民などが

その規模を次第に拡張し始めた一：方，簑球や鋳亜，

大来など比較的規模の大きい企業の新規参入もあ

り，ここにようやくやや本格的な繊維機械工業グ

ループの出現が認められるようになったのであっ

た。今第2図では，対数正規分布が一応あてはま

るため必ずしも明確ではないが，それでも中規模

グループ形成の様相が，わずかながら窺われよ

●
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第2図繊維機械工場の規模分布（全国，1933年）
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資料出所：前掲『中華民国実業名鑑葦

注1）他に職工100人以上の規模の工場7廠（平均285人）あり。

う21）。こうした規模構造上の変化は，明らかに繊

維機械工業における分業・協業化の進展を意味す

るものであったと考えられる。

　すなわち換言すれば，これは下請生産を主とす

る小規模の部品工業と完成機生産を中心とする大

規模・中規模の企業ならびに中規模の用品工業へ

と有機的な分業の進化発展をその背後で示してい

たと解してよい。つまり20年代の後半から30年

代にわたる中国繊維機械工業発展の最大の特徴は，

1つにブラントメーカーを含む完成機工業の急速

な成長とそれを支える下請部品工業体制の整備進

展，また2つには紡績・織布工揚の着実な増加に

伴う用品工業の確立であったと思われる。まず後

者についてみれば，30年代初めには維大や三豊，

21）　第2図に，ワイブル確率紙を用いてワイブル
（Weibu11）分布をあてはめるならば，65人以下の規・

模での指数分布と，それ以上での正規分布の混合分布

（分布型パラメーターは各々1と4）となることが判明

する。後述の用品工業部門のデータを挿入補完すれば，

この分布上の断絶は一層明白となる。

31

中華機製，経昌などによりボビン［紗管・三管］が，

また中華や中国紡織，上海，鷹揚等の工揚で，箴

［鋼担］や仔［稜子コ，引続が大量に生産され，早く

も1つの用品工業部門を形成していたといえる。

なおボビン製造工場の場合，紡績資本の支持もあ

り，比較的資本金規模の大きい株式会社組織によ

るものが多くを占めていた点に，その特色が求め

られる22）。

　次に完成機製造工業についてみれば，三大部品

の製造が可能となったことにより，30年代には精

紡機［帰塁机］・や粗紡機の生産をはじめ，混打撃機

や捲糸機はもとより杭棉機や自働織機，糊付機

［野獣机］等々をも含めた全工程の紡織機械生産

が一応可能な状態にあった。例えば糊付機や染色

漂白機は，錦昌や合衆，三生，源興昌，協泰など

により20年代後半から生産が開始されていたほ

か，手写機や捲糸機，整経機などは，合同，郭天

利，開発成，天興，鋳亜，武林などによって，す

でにその製造が一応軌道にのっていたといえる。

しかし主要紡機の生産は，こうした技術経験の蓄

積をふまえたのち，30年代の後半に入りようやく

本格化するとみた方が適切であろう。

　なおこれら完成機の製作にあたっては，当然大

野と大昌源・張万興，華昌と鍵順興等々の如く完

成機製造工揚と部品生産工場の聞には緊密な下請

関係が存在していたこと，またその完成機の納入

も，協泰は恰和へ，鉦昌は大中華や永安へ，また

安泰は主として在陣紡昏昏などへと人的関係を媒

介に特定工場にのみ供給されていたことが指摘さ

れなければなるまい23）。それは当時の紡織機生産

が，ごく限られた前払い注文生産のみによってし

か成立しえない規模と水準のものであったことの

反映でもあったといってよい。

　3　ところで1935－37年頃は，中国の繊維機械

工業にとって2つの意味で，画期的な時期を形成

していたと考えられる。すなわちこの頃に初めて

22）　今『中華民国実業名鑑』では，職工数規模は分

らないが，時代は少し下るものの『上海製造廠商築覧』

（朕合壷網所，1947）によるならば，40～130人規模（平

均83人）のものが断然多い。

23）　二うした関係については，前掲『上海民族机器

工並』が非常に詳しい。
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第3表主な繊維機械工場の機械設備

Vo1．34　No．1

（単位＝台）

1　工場名（所在地）　　設立年　　職工数　　旋　盤
－

1 大　隆（上海）、 1902 300－700 60

2 中　国（上　海） 1921 480－500 28

3 武林（杭州） 1914 185 9（？）

4 簑　球（上　海） 1928 182 26

5 新　民（上　海）． 1921 35－126 10

6 資　生（南　通） 1906 70－110 20

7 協　大（上　海） 1904 34－67 16

8 匪　昌（上海） 1906 55－60 26

9 協泰（上　海） 1896 39 7

1
’ 泰　利（上　海） 1938 400－900 ’　161

ボール盤 形削盤平削盤
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2
ウ
飼

（？）

B

1

2

3

．
4

5

甲斐（天津）1・9・6

（日本人経営，青島の分工揚）

．東元盛（済　南）　　　　　　　　1932

浜　竹（天』津） 1938

（日中合資，旧老生記工場〉

志達（天津）　1932

東和（天津）
（日本人経営）

1939

75－94

18－48

10－26

21

12

　19

（12）［7］

　8
（2）［5］

　5
（5）

　4
（1）［3］
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3
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1

資料出所＝A1－9；前掲『中華民国実業名鑑』，　A1’；大陸調査処等の内部資料用報告書（邦訳『上海主要工場参観報告』在上海日本大使館．1942）。　B1

　　　－5；北支経済調査所『北支那工場実態調査報告書（天津・済南之部）』（満鉄調査部，1939）。

注1）パネルBの（）および［］内の数字は1それぞれ中国製，日本製を示す。

注2）大師（泰利）と中国の機械は，ほぼすべてがアメリカ，イギリス，ドイツ製。

紡機プラントの生産が可能となるなど技術的にも

新しい時代に突入した一方，戦争による被害の拡

大はもとより，日本製繊維機械や在華紡からの競

争圧力や牽制が，この頃より一層強化され始めた

からに他ならない。通常，大隆機械磁場による中

国初の紡機プラントが製造可能となったのは，

1936年前後のことであったと想定されている。

1928年，すでに経営難に陥っていた中国鉄工所

から多くの技術者を招聰した大半は，32年目らに

ドイツより2名の技術者を招き，全面的にドイツ

技術の導入を図って，主要部品のほかプラットや

・ドブソン，リーターなどの紡機の模造生産に努め

た。程なくその成果が実り，35年頃にはハイドラ

フト紡機を含む年産4万錘前後の紡機プラントが．

製造可能になっていたといわれる鋤。

　しかしこの紡機生産が軌道に乗るや否や日中間

24）　詳しくは，前掲『大隆机器「的芦出，三聖和改

造』（第2章）参照のこと。なお同28年には，日本人の
鋳物技術者1名も招膀’されている。

の全面戦争開始となって，大回は日本軍に強制収

用され，大陸鉄工所の名の下にその兵器生産に従

事させられるところとなる。だがその寸前，多く

の工作機械と図面だけは租界に搬出され，米国商

社恒豊洋行の安特生のもとで，米国籍企業泰利機

械製造株式会社として再出発することに成功した

のであった25）。それゆえ直ちに以前の技術水準を

回復するに到b，40年頃にはシンプレックス［単

三］粗紡機やエプロン［皮圏］式ハイドラフト精紡

機の模倣生産すらも開始している。なお安泰も，

36，7年頃に精紡機のン・イドラフトへの改造に成

功したほか，やがて紡機プラットや自働織機ある

いはスーパーハイドラフト，シンプレックス紡機

．25）　安特生はAnderso11か。或いは011erdessen（？）。

泰利の米名はUnion　Iron＆Foundry　Works。実質
的には大臣の二丁巣・巌丁丁が，その目的で新設した

元生企業公司によって運営された。詳しくは，前掲
匡大曲机器「的声出，笈展和改造』および極秘資料の

邦訳出版『上海主要工場参観報告』（在上海日本大使館

特別調査班，1942）などを参照のこと。
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など先端技術の生産に着手する信義や亡友，興業

実業等々の進取的企業が，この38，9年頃に創設

されている点も，我々は看過するわけにはゆかな

いのである。

　なお豊隆（泰利）のみが，このように順調な発展・

をかちえた背後には，蘇倫・仁徳の両紡績工揚を

その傘下に収めていた（各々1927，34年より）こと

により，絶えず実地試験を通じ技術的な改良を加

え得た点が，その成功要因の1つとして指摘され

うるかもしれない。同じくこうした‘鉄棉朕営’の

例としては，美亜織布工場の鉄工部より独立した

鋳亜の場合が挙げられるが，繊維機械工業では前

払制注文生産のもつ意義が大きく，その意味でも

絶えず資金不足に悩まされていた中国の紡織工業

ならびに紡織機械工業にあって，緊密な技術情報

の交換と需給の安定化を可能ならしめる‘鉄脚躾

営’のもつ意義は，とりわけ大きかったといえる

かもしれない。

　しかし繊維機械工業全体を総じてみれば，紡機

プラントの生産が一応技術的に可能な段階にまで

達していたとはいえ，その供給面にはまだ数多く

の問題点が残されていたのである。例えば工揚の

機械設備1つをとっても，今第3－A表に示されて

いる如く，30年代前半に到って．もなお大曲（泰

利）・中国をのぞくほとんどすべての繊維機械工

揚では，精密部品の生産に不可欠な研磨盤やタレ

ット［六角］ないし特殊旋盤あるいは歯切盤などが，

皆無に等しかったことが知られよう。従ってそれ

は当然部品生産の下請網や分業生産体制などの面

．においても，日本で初めて三大部品の生産が可能

となった1918年頃と比較するまでもなく，著し

く不備であったと結論づけざるをえないのである。

　その結果，ごく一部の機械工場ではハイドラフ

ト紡機や雄島機などの生産も可能であったとはい

え，それを支える企業グル」プの裾野は狭く，価

格的にも試作の域を出ず，外国製品との競争力も

ほとんど擁しなかったといってよい。例えば自働

織機においてすら，大島や中国の量産機は半自働

式であったといわれ26），恐らくこうした原因の1

26）　例えば前掲『．と海民族机器工並（下）』538－40，

739頁など。自働織機とは，通常経糸停止装置と緯糸
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つは，中国技術者層の貧困さにも求められるであ

ろう。つまり大八や中国のほか，簑球，鋳亜など

ごくわずかの機械工揚をのぞいては，本格的な技

術者が経営陣ないしスタッフとしてその生産活動

や指導にあたっていた事例は，容易には念い出し

えないのである。確かに一方で，繊維機械工業の

供給面にこうした大きな限界が存在したことの1

つの理由は，研究開発活動や技術教育の貧困など

中国経済そのものの基盤に起因していたとも考え

られるが，同時に我々はその需要面の制約や栓桔

をぬきにして，この限界を語るわけにはゆかない

のである。

IV　在華紡の存在と需要構造

　1　さて繊維機械に対する需要面の恐察を行う

にあたり，まず最初に中国紡ならびに竜華紡の使

用機械設備の確認から始めよう。今第4－A表に，

1931，2年頃の紡績工揚で設置されていた紡織機

の主要メーカー名が与えられている。ここから直

ちに分ることは，中国紡ほもとより，在華紡とい

えどもその主要機械設備の大部分は，イギリス製

とアメリカ製であって，日本製ではわずかに豊田

が，在華紡を中心に力織機とごく一部の紡機に採

用されていた程度にすぎなかった。なお機種の選

択についてみれ’ば，絹漉紡の精紡機ではプラット

製が断然多いのに比し，中国紡ではアメリカのサ

コー・ローウェル製が多いなど，一般に在華紡で

多い機種は中国紡に少なく，逆にまた中国紡で多

いヘザリントンやハワード・パローなどは，在華

紡に少ないなど，こうした対照性は精紡機のみな

らず，力織機においてもまた認められるところで

ある。すなわち紡機・織機ともに機種の選好は，両

者の間で裁然と異なるが，これは技術的な理由に

基づくとは思われず，むしろ輸入商社のルート等

マーケティング面の問題であったかと推測される。

　ただあえていえば，在華紡には比較的高価で品

質的にも漏れていたといわれるプラット製などが

多かったのに対し，中国紡では若干廉価で質的に

補給装置を備えたものを指すが，半自働式とは，前者

に加え後者の前段階たる緯糸停糸装置が付いたものを

意味しているのではないかと思われる。
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A
第4表紡織工場の機械設備

経　　済　　研　　．究

中国紡　在華甲　合計

Vo1．34　No．1

機　　械　　名

精

紡

機

・Saco．Lowe11

．Platt　Brothers

Asa　Lees

John　Hetherington

Howard＆Bullough
Dobso11＆Barlow

Brooks＆Dく）xey

豊　　　田

その他のメーカーD

メーカー不明

　万錘
，58．9

3．0

39．6

44．1

34．1

18．7

22．2

0．0

15．1

32．9

　万錘
11．5

62。8

12，2

6，8

7．4

21．1

0．0

12．9

16．3

26．9

　万錘
70．4

65．8

51．8

50．9

41．5

39．8　　’

22．2

12．9

31，4

59，8

⊥合 計 2686 垂V79 4465

力

織

機

豊　　　田

William　Dickinson

Platt　Brothers

Henry　Liversey

Saco－Lowell

Crompton＆Knowles
その他のメニカー2》

メーカー不明

干台
2．4

3，1

0．0

2．3

1．1

2．1

．2，7

8．9

千台
9．8

0．0

2．8

0，0

LO

αO

L7

3．0

　千台．
12，2

3，1

2，8

2，3

2，1

2．1

44
11L9

合 計 22．6 18．3 40，9

R （単位：台）

工揚　名3） 旋
盤

タ旋

ﾈ
ト

ボ
壷

形
削
盤
．

平
削
盤

フ盤

}
ス

研
磨
盤

篇
ン
磨
ド
盤

歯
切
盤

豊田紡織鉄工部

内外綿第8工場

紡織工場修理部

125　　　2　　18　　　8　　　3　　　7　　　2　　　1　　　2

86　　　1　　i2　　　7　　　7　　吐2　　　0　　13　　　1

4．1　　0．0　　2．3　　1．2　　0．4　　0．5　　0．6　　0．1　0．0

　資料出所＝A；前掲『甲華民国実業名鑑』および『紡織要覧（昭和8年版）』

　　　（紡織雑誌社・大阪，1932）。なお一部分，後者の大正13年版・

　　　昭和5年版によっても補足。
　　　　B；中国紡織建設公司（編）『工務輯要』（同公司，1949）。

注1）Whitin，　Rieter，　Tweedles＆Smalley等々の他，上掲機

　　　種の組合せで錘数の識別困難なものも含まれている。

注2）George　Keighley，　Gτegson＆Monk，遠州織機，中国鉄工所

　　　等々の他，上掲機種の組合せで台数識別困難なものも含まれる。

注3）豊田紡織の鉄工部および内外閏月8工場は，それぞれ後の中国紡

　　　織建設公司の上海第1および第2紡織機械工場と見倣し，『工務

　　　輯要』よりデータを採用。同じく修理部についても，上海17工場

　　　の平均を採った（（棉）30，28頁）。

も劣るヘザリントンやアーサ・リース，サコー・

ローウ．エル製などの此重が高かったと解析するこ

とも可能であろう。しかし問題は，むしろ機種よ

りも，中国紡では完全に老朽化した中古機や旧式

機などが，依然少ながらず使用されていた点にご

そあったと．思われる。いずれ’にせよ，この時点で

中国製繊維機械の採用は，大隆や中国，資生，開

泰などのものがわずかに認められるとはいえ，ほ

ぼ皆無に近い状態であったといっても過言ではな

い27）。ただしその点では，’ 坙{製機械についても．

大同小異であり，豊田製の紡織機を例外とすれば，

在賢将工揚ですらこの時点ではまだ日本製繊維機

械はほとんど採用されていなかったと結論づけら

れ・るのである。

　しかし日本の繊維機械工業は，この1931，2年・

頃を境に急速な発展を開始したのであった。すな

わち三江製作所（日本スピンドル）や梅田製鋼所

（二二機械）の設立によって，1918年頃より三大部

品の量産が可能になるとともに，22年には初の紡

機プラントが豊田によって完成され，上海の同興

、紡績に納入した実績をすでに有していたが，その
　　　
後大阪機械や寿工業などのプラントメーカーの市

揚参入をはじめ，200余工場に及ぶ紡織部品工揚

の下請網の整備などにより，1933年頃までには繊

維機械工業の基礎が完全に確立していたと考えら

れる。その反映として，24年に初めて輸入額を凌、

駕した繊維機械生産は，その後も順調に発展を続

け，1933年頃から飛躍的に生産量が増大した結＝果，

34年には早く．も輸出額が輸入額を凌駕す’るに到

っている。

　急こうした日本の繊維機械工業の急激な発展傾

向は，第3図の中国側の輸入動向からも十分に把

握することが出来よう。輸入の代替化からさらに

輸出代替にも成功した日本の繊維機械工業は，早

くかちその最大の輸出市揚を中国言揚に求めてい
たが，噛 ﾆくに1934年頃からは中国の日本製繊維

機械の輸入が激増し，36年以降その7割以上を日

本製品が占めるに到ってい．る。もとよりこうした

日本製繊維機械の輸入急増の背後には，二二紡の

華北地方への積極的進出があったことは・改めて

指摘するまでもない。すなわち35年頃から天津

をはじめ青島，済南など華北を中心に，紡織工場

27）　王子建・王鎮中（編）『七省華商紗廠調査報告』（商

務印書館・上海，．1935）の捲糸機や糊付機，織機などに

関する調査結果（61－68頁）をも含む。もとより織布専

業工場では，・日本製・中国製の力織機が多数使用され

ていたが，今．；こでは対象外となる。なお我々の第4－

A表と42工場のみに基づくヒの調査結果とは，必ず
しも斉合的ではないが，『中国実業誌（江蘇省）』（実業

部国際貿易局，1933）の調査結果（第8編10－11頁）は，

我々のものに近い。

鶏

●

噸

●
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第3図　繊維機械輸入の推移
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日本からの繊維機械輸入額

い、

、、、

㍉、1、

年次

　　　1910の　　　　　　ユ915　　　　　　　1920　　　　　　　1925　　　　　　　1930　　　　　　　1935　　　　　　　1940

資料fil所＝いわゆる海関統計［Returns　of　Trade　and　Trade　Reports，　Foreign　Trade　of　China，　The　Trade　of　Chilla

　　　など］の1912，13，17，2642年版および前掲『一ヒ海民族机器工蝋上）』（434頁）による。なお両者の間には，著干の統

　　　詩的不突合がある，

注1＞機械類一般は，商品分類番号各236－42（1日分類），420一墾＆375（新分類），145－62（新々分類）の総計，繍維機械はメリヤス機

　　械類（旧242，新375，新々151）と紡織機械類（1日239，新426，新々152）の合計額である。

注2）1931年以降は，当然東北（満州）地方への輸入額を含まず。

の新設や増錘あるいは中国紡の買収などを精力的

に行うとともに，既存の機械設備の近代化にもま

．た積極的に努めた在華紡の活動と，これは明らか

に軌を⊥にしていたのである。

　その結果，膨大な繊維機械が日本より輸入され

ると同時に，現地においてもまた多くの繊維機械

関連工揚が設立されたのであった。例えば今第3

－B表には，そうした中小工揚の機械設備が示さ

れているが，末端の小鉄工所に到るまで日本製の

工作機械が導入されていたことが判明するととも

に28＞，在華紡技術を支えるこうした部品鼻声が各

　28）　こうした動きは，第3図の日本製機械一般の輸

地で建設されていた事実に，我々はやはり留意す

る必要があろう。もとよりこれら規模の小さな繊

維機械工揚の背後には，豊田（青島）や鐘淵（北京），

大和工機（天津）などいくつかの大規模機械工場な

らびに若干のボビンやシャトル（ホ予）専用工揚など

が設立され，華北は在華紡のための1つの繊維機

械工業センターの観すら呈しつつあったことが強

調されなけれ，ばならないと思われる。

入急増と歩を一にしている。当時華北地方には，兵器

生産をも含め大小様々な機械工揚が建設されたのであ

った。なおこの第3－B表から，小型や手動式のものも

一部含まれるとはいえ，中国製工作機械もまたかなり

よく浸透していたことが読みとられよう。
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　2　以上のような日本繊維機械工業の発展動向

と技術水準を反映し，在華紡は1930年代の後半

から急速にその機械設備の近代化を実現し始めた

のであった。それまでは，例えば35年頃の在華

紡工場の機械設備や生産性の諸指標は，中国紡工’

揚と日本本土の紡績工場の中間的性格を帯びてお

り29），日本の紡績工揚などと比べ，必ずしも十分

性能の高い機械設備が設置されていたとはい恥難

い。とりわけかつての中国紡を買収した在華紡止

揚にあっては，そうした傾向が一段と強く，技術

革新の著しい20年代以降の世界綿業界にあって，

工揚機械設備の近代化は緊要な課題であったとい

える。そして永らく中国の低賃金労働を最大の武

器としてきた在華紡の揚合，この課題は30年代

に始まる日本繊維機械工業の顕著な発展によって

急速に実現される運びとなったのであった。

　ただ1937年以後は，在華紡の機械設備等に関

する統計資料がきわめて限られており30），在華日

本紡績同業会や満鉄調査部などの調査資料のなか

にわずかに窺われるにすぎない。そこで今我々は，

1945年日本の敗戦により中国側に接収された直

後の統計資料から逆に，40年前後における在華言

の技術水準ならびに機械設備などの問題を考えて

みたい。つまり換言すれぱ，我々は在華紡の接収

企業たる中国紡織建設公司が，その保有機械設備

の綿密な調査資料を公表出版した『工務輯要』を

主要な手がかりに，在島紡技術に対する我々なり

の評価を下すことを試みる。ただその揚玉にも，

使用機械の詳細なメーカー名は完全には分らない

こと，また新組織下の一部工高には，旧在華紡工

揚の複数個が統合されているものもあり，必ずし

も1対1の対応がつかないことなどの問題点は，

　29）例えば拙稿「中国綿工業技術の発展過程におけ
　る在華紡の意義」（『経済研究』第25巻第3号，1974年）

　では，統計的判別分析によりこの点が検討吟味されて

　いる。

　30）　これまで日華事変（7・7）以後の在華紡の実態は，

　必ずしも十分に明らかにされて来なかったが，高村直
助r近代日本綿業と中国』（東京大学出版会・東京，1982）

　の第8，9章では，その経営面がよく解明されている。

　なお国華紡投資の全体像の把握ならびにその位置づけ

　に関しては，呉承明（編）『帝国主義在旧中国的投資』
　（人民出版社・北京，1955）が便利であろう。’
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なお残されている。

　まず在華紡工場におけるハイドラフト化の進行

状況からみれば，上海では栄光式や日東式，鐘淵

・式，OMB式など8種類のハイドラフト装置のい

ずれかがほぼすべての工高で採用されており，従

来の普通ドラフト精紡機は，ただわずかに2工区

で部分的に併用されていたにすぎなかった。なお

同興紡績のリーター製3ローラー式をのぞけば，

他はすべて日本の各社が競争的に開発したエプロ

ン式ハイドラフト紡機である。青島では8工揚の

すべてが芝また天津では2工揚で普通機との併用

がみられるものの，やはり7工場のすべてがハイ

ドラフト紡機を採用していた。すなわちほぼすべ

ての在i華紡工揚でハイドラフト精紡機が，日本本

土に比べればやや遅まきながらも，導入を完了し

ていたと結論づけてまず誤りないと思われる。

　次にシンプレックス粗紡機についてみれば，上

海ではわずかに上海紡織の第5工揚で部分的に導

入されていたにすぎなかったのに対し，青島では

8工心中5工面で，また天津では7工心中3工場

で採用されており，この新鋭粗紡機の導入という

点では，華北の在面面川揚の方がはるかに進取的

であったといえる。続いて自働織機化の程度を吟

味するならば，全在華紡力織機3万1千余台のう

ち2万3千台以上，すなわち約75％がすでに自

働織機となっていたことが知られる。なおこの自

働織機化率では，天津の63％，青島の77％に対

し，上海が81％と最も高いことにも示されてい

るように，．華中・華北の綿糸布の生産構造には，

その力点に若干の相違があったと考えられる31）。

　ところで今詳細な統計資料は存在しないものの，

恐らくこうした新鋭機による設備更新ないし増設

の大部分は，いうまでもなく成長著しい日本製繊

維機械によって実現されていたものと想定されう

る。例えば豊田紡織（上海・青島）や裕豊（東洋紡；

上海・天津），公大第6・第7（鐘紡；天津），上海

31）　以上，前掲『工務輯要』（（棉）316－18頁，棉紡織

之部第2章附表a～f）より算出。なお東北の5工場の
場合，眉山や徳和紡績の完全日本紡機プラントを典型

に，一般に日本製機械がその中心であったが，性能的

には他地域の在華紡に一歩譲ると判断される。
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紡織（青島），天津紡織（天津）などの各工場には，

明らかに豊田や大阪，OMなどの日本製紡機が，

また多くの在華紡毛揚で豊田や遠州，阪本などの

自働織機が，相当数使用されていたことが断片的

ながらも確認されうるからである。もとよりこれ

ら紡織機の大部分は日本からの輸入であったと考

えられるが，同時に第4－B表にも示されている

如く，内外綿や豊田紡織などは中国本土に，豊隆

にも匹敵するような大鉄工所を擁し，そこで新鋭

紡織機の生産にも当っていたのである。

　前者では三大部品やエプロンのほか，OMB式

ハイドラフト紡機などが，また後者では自働織機

を中心に織布工場用機械設備一式が生産されてい

たといわれ，この他にも在華紡資本関連の振華や

有新などの鉄工所で完成機が相当数製作されてい

たといわれる。さて以上のような諸事実が意味す

るところは，200万錘を越える魚期紡工傍輩は，

完全に日本繊維機械工業のための市揚であり，中

国の繊維機械工業とは何の関わりをも持たぬ自己

完結的市場に他ならなかったということである。

今両者の技術格差や在華紡専用の下請網や修理工

場の存在などを念頭におく時，それはある意味で

当然のことであったとも思われるが，実は在華紡

が単に中国繊維機械工業の需要市揚たりえなかっ

たというだけにとどまらなかった点にこそ，まさ

に重大な問題点が隠されていたのである。　　　〆

　3　1930年代後半には中国紡の一部でも，現に

イギリスやアメリカ，スイスなどからハイドラフ

ト紡機や自働織機が，漸次導入されつつあったと

いってよい。しかしそれらは，藁筆紡優先に供給

された日本製繊維機械と比較する時，とかく価格

面ないし品質面のいずれかで若干競争力に劣ると

ころがあったといわれている。逆に日本製自働織

機は，豊田はもとより遠州や阪本なども，すでに

国際的評価の堅いプラットやハワード・パローな

どとも十分比肩しうるだけの品質水準を，この30

年代後半には備えていたといわれる32）。

　従ってこうした高性能でかつ比較的廉価な日本

製機械をもって，完全に装備の近代化を成し遂げ

32）　前掲『工務輯要』の品質評価基準（（棉）188－89

頁）に依る。
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た在虚病は，その労務管理やマーケティング等の

・面を含めても，最早中国鷹揚で中国紡をその十分

な競争相手とはしなかったのである。逆に中国紡

は，機械設備の点で劣っただけでなく，戦争被害

の拡大はもとより，電力や原棉確保などの面にお

いてもまた困難をきたし，その経営状態は総じて

悪化の一路を辿るばかりであった。それゆえ中国

紡にとって，こうした在国紡からの強い競争圧力

の下でなおかつ中国繊維機械工業の育成’�}って

ゆくことなどは，およそ論外であったといってよ

い。もし仮りに設備の近代化を図りうる資金的余

裕が生じた揚合でも，在華紡企業と競存してゆく

ためには性能的に劣る中国製機械ではなく，欧米

ないし日本の新鋭機種を輸入せざるをえなかった

のである。

　恐らくこうした事情が，中国鉄工所が紡績連合

会をはじめ多くの中国紡の支援の下に設立された

にも拘らず，その紡績工揚への製品の販路がきわ

めて限られていたという皮肉な事実の大半を説明

しうるものと思われる。すなわち中国の繊維機械

工業にとって，最早残され，た主要な市子は，直接

に在華紡企業とは競合しない織布専業工揚部門の

みであり，そこへ織機や捲糸機のほか各種の仕上

げ機などが供給されていたのであった。いいかえ

れば相対的に国産化率の高かった機種の多くは，

こうした織布部門にいずれも関連しており，紡機

関係ではわずか賦存設備の2％も需要されなかっ

たのである33）。

　つまり結論的にいえば，在華麗の存在はそれ’自

体が，中国の繊維機械工業に対して何ら市揚的な

意味を持たなかったばかりでなく，市揚競争を通

じ中国紡の経営を大きく圧迫したことにより，絶

えず資本不足に悩まされ続けた中国紡は，前払い

注文生産制などを採りながら漸次繊維機械工業を

長期的に育成してゆくべき時間的資金的な余裕を，

全く持ちえなかったのである。そのことはまた逆

33）　前掲『上海民族机器工並（下）』（743－45頁）に依

る。もとよりメリヤス機械類や木鉄混製織機などは，

ほぼ完全に国産機であっ左。先の事実はまた，前掲
『中国実業誌（江蘇省）』（第8編第1章）や満鉄上海事務

所調査室（編）『無錫工業実態調査報告』（第1編第2－4

章）などからも容易に確認されうる。
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に，本来ならば膨大な中国紡の活発な設備更新需

要を通じ急速に成長して然るべきであった中国の

繊維機械工業にとって，十分な機械需要のみなら

ず，自己の設備近代化や技術水準向上の最小限の

機会すらも容易には与えられなかったことを意味

していたのである。しかも中国繊維機械工業にと

ってさらに不運であったことは，20年代の後半か

ら三大部品の製造も可能となり，30年代中頃には

ようやく技術的にも紡機プラントの生産が可能と

なったまさにその時点から，在華紡経由で日本の

繊維機械工業の熾烈な市揚攻勢が開始され，自己

のもつ技術的な潜在能力をも十分に開花発揮させ

うる機会を逸したことであったといえよう。

V結びに代えて一宿華商撤退後の発展の含意一

　11945年日本の敗戦・在華紡設備の接収とと

もに，中国繊維機械工業の新たな発展は，その徹

底した日本軍の破壊活動にも拘らず，直ちに再開

されたのであった。太平洋戦争期には，すでに外

国商社を通じアジア市場で相当数のメリヤス機や

工作機械等の輸出実績をも誇っていたが，在華紡

資本の撤退とともに繊維機械工業もまた，国内市

平でたちまちその急速な発展を開始したのである。

　すなわち技術的にも過去の蓄積が結実開花し，

1946，7年頃には早くも安泰のほか，誠孚や大中

華，協隆，新業などが，精紡機のハイドラフト化

への改造に積極的に取組んでいたのみならず，中．

国紡織建設を中心に日本のOMB式を改良した中

国独自のCS（中国標準）式ハイドラフト紡機が，

この半開発され，るに到っている。’さらに引続き，

ドラフト率85倍の新農式スーパーハイドラフト

の試作にも成功した一方，早早が直ちにその実用

化・企業化への努力を開始したのであった。加え

て日中戦争期には，まだ一般に半自働化段階にと

どまっていた織機生産技術も，この頃には豊田・

・阪本式の模倣生産とはいえ，1 ｻ業実業や新友，力

生，源豊などにより一応完全な自働力織機として，

その量産体制が確立されるに到って干る。つまり

こうした幾つかの技術革新は，画期的なものとま

ではいえないものの，戦前からすでに十分高い技

術的潜在能力を蓄積していたことの事実を，明瞭
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に物語っていると解される。

　同様に，繊維機械工揚間の分業・協業体制や競

争関係もまた，在華紡の撤退後全く一新されたと

いっても過言ではない。紡機プラントは，泰利の

ほか信義によっても生産が開始されたが，その精

紡機製造に際しては，大昌源や安泰，大中華，誠孚，

平蕪興，発昌などの十指に余る三学部品の専業製

造メーカーから部品供給をうけることが可能な状

態となった。なお完成機についても，比較的高度

な技術を要する硫単機や粗紡機，精紡機等のそれ

ぞれがいずれも数工場で製造可能となっており，

相互の競争・分業体制をも含め，繊維機械工業の

生産構造は戦前に比べ格段の進歩を遂げたといっ

てよい。また部品工業や完成機工業の層が厚くな

っただけでなく，ボビン，シャトル等の用品工業

でも同じく，在華紡の撤収干すぐに比較的規模の『

大きな企業の糟糠参入が相次ぎ，一大紡織工業・

紡織機械工業を支えるにふさわしい用品工業部門

が，程なく形成されたのであった糾）。

　かくして解放前の1947，8年頃には，既存設備の

9割と8割以上にも及ぶ520万錘ならびに5万4
千台を凌駕する紡機・織機がすで｝ヒ稼動態勢に入

っており，繊維機械工業自身もまたそれに平しい

規模と技術水準を備えた一大工業部門へ装いを新

たにしつつあったといっても，決して過言ではな

かったと思われる。もとより序論でも言及したよ

うに，解放後の発展もまた瞠目すべきものであっ

たことは否定しえないが，以上我・々が老察してき

た如く，解放前の繊維機械工業の存在やその技術

蓄積の意義もまた大きく，そこがらいくつかの重

要な示唆をひきだすことが出来よう。　　　　1

　2　まず第1に，総じてみる時，中国繊維機械

工業の発展過程は，日本のそれどきわめて類似し

ていたことが指摘されうる。すなわち造船修理業．

の先導的役割の下で産業機械を中心に発達した機

械工業は，アメリカやドイツ，ソ連などのそれと

は本質的に異なり，様々な点で日本の機械工業と

34）　内戦期の企業に関する情報は少なく，以上の記

述は，前掲『上海製造廠商築覧』（729－803，1235－38

頁）および『上海民族机器工並（下）』（691－95，721－22

頁）に依る。
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大ぎな共通性をもつものであったと結論づけちれ

る。例えば繊維機械工業の揚合，早くから広大な

後方連関産業需要が存在したこともあり，相対的

に早く発展した機械工業部門の1つであったが，

第1次大戦の与えた多大な効果や意義は，まさに

発展継起の面からも日本におけるそれとほぼ同一

であったと老えられ’る。またわずか薮台の汎用工

作機に依拠する中小規模の工場が多く，前払い注

文生産を絆とする下請網のもつ意義も，概ね日本

のそれと共通であったといえよう。

　しかも日本の繊維機械工業の経験同様，中国の

それもまた初期よりかなり高い模倣生産能力を持

ち，既成技術の消化吸収に対する秀れた潜在能力

を示していた点では，やはり注目に値するといっ

てよかろう。ただ後者の二合，その経済水準一般

の低さに規定される諸要因から，次第に日本との

技術格差が拡大していっ・た側面もやはり否定しえ

ないものと思われる。例えば，輸入外国工作機械

の品質が全般的に低かったことや，繊維機械製造

のための原材料の質が日本のそれに比べ相対的に

劣っていたこと，あるいは技術教育や研究開発活

動の面で大きな遅れをとっていたこと等々が，長

期的には技術知識を主体的に蓄積し発展させてゆ

く産業技術能力の啓発という点で，両国繊維機械

工業技術の技術格差を次第に形成してゆくのにか

なり大きく関与していたとも考えられるのである。

　しかしながら繊維機械工業の発展に関する限り，．

最も決定的な影響力を持ち，且つまたその発展の

動向を大きく左右したものは，在華紡の存在でこ

そあったといっても決して過言ではなかった。と

もあれ遅いながらも着実に成長の途を辿ってきた

中国の繊維機械工業が，1920年代の後半より苦難

の途を歩まねばならなか6たのは，中国市警にお

ける二二紡の急速な成長と決して無関係ではなか

ったのである。とりわけその迂回的抑圧関係が明

瞭に顕在化するのは，30年代後半以降のことであ

ったといえよう。すなわち在華紡資本が，中国の

繊維機械工業に対して，ほとんど何の需要をも喚

起せずまた波及効果もあまり持たない自己完結的

即下を形成していたとい．うだけにとどまらず，市

揚競争を通じ中国紡の経営を大きく圧迫していた
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がゆえ，それが間接的に中国繊維機械工業に決定

的な影響を与える結果となっていたことは，否定

すべからざる事実であったと思われる。

　すでにも検討したように，最新鋭の機械設備を

装備した在華紡は，最早中国紡に恰好な市揚州惑

者たりえず，経営難に苦しむ中国紡には，長期的

な視点に立って中国の繊維機械工業を育成してゆ

くだけの時間的資金的余裕などは，皆目残されて

いなかったのである。こうした市平条件の下にお

かれた中国繊維機械工業は，当然その本来的に有

する技術力を十分に発揮する場さえも擁しなかっ

たのみならず，その潜在能力自体すら次第に抑圧

される傾向にあり，国際競争のなかで漸次落伍の

：方向へ向いつつあったといえよう。だが1945年

日本の敗戦に伴う在華紡の撤退とともに，中国の

繊維機械工業は，それまで過去にわずかつつ蓄積

してきた技術知識とその潜在能力を一気に開花さ

れうる機会が，ようや与えられたのであった。

　つまり30年代中頃，技術的に飛躍の時期を迎え

たまさにその時点から，日本繊維機械工業の熾烈

な市揚攻勢が始まったのであったが，栓桔を解か

れた今，中国の繊維機械工業は戦後復興のなかで，

また新しい社会主義経済体制のもとで，その懸案

の飛躍を遂に実現しえたのであった。しかしその

ことは逆にいえば，回復期から第ユ次5ヶ年計画

にかけてみられた著しい繊維機械工業の発展も，

インドの如く独立以前との不連続性としてではな

く，雌伏を余儀なくされた解放前からの長い発展

の歴史と十分な技術知識の蓄積のうえに，その連

続的発展として築かれたものであったと解すべき

ことを示唆しているのかもしれないのである。も

とより解放後の数々の発展促進要因もまた無視し

えない重要なものではあるが，それらが果して真

の促進要因として理解されうるか否かは，戦前の

潜在的蓄積を使い尽した後にもなおかρ自律的な

発展を持続させうるか否かの局面に到って初めて

検証されうるものであり，その意味では技術教育

や研究開発活動の重要性が，真の意義を持ってく

るのも今後のこの発展過程においてでこそあると

考えられるのである。

　　　　　　　　　　　　（一橋大学経済研究所）


